
平成20年12月18日届出　リコール届出番号　2239いすゞジャーニーのリコール いすゞ自動車(株)
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改善の内容改善の内容改善の内容改善の内容全車両、当該プログラムを変更する。また、ＤＰＦ内部の粒子状物質堆積量を点検し、交換基準を超えているものはＤＰＦ一式を新品と交換する。識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。注：             は、変更または交換する部品を示す。

DPF一式
 

原動機制御コンピュータ車両前方
(運転者席下)

　基準不適合発生箇所　基準不適合発生箇所　基準不適合発生箇所　基準不適合発生箇所ＤＰＦ（ディーゼル粒子状物質除去装置）内部の粒子状物質堆積量を計算するプログラムが不適切なため、高負荷でエンジン回転の低い状態で使用を続けると、ＤＰＦの自動再生（捕集した粒子状物質の燃焼除去）が適切に行われず、多量の粒子状物質が堆積してエンジンが不調となり、最悪の場合、エンストして再始動不能となるおそれがある。
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